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　　　 　　　 　　　 　　　 　　　　　　　　E
　　　　　　　　農劇刎端曙　　　農蠕瓢1翻諮　　農家購期撒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ー一一一≒一…一一　　　　一　　一一一一　　　一一一一　　　　　　　一
　　　　　1　　　大麦，小麦，　　　　総平　　　飲食　衣料　肥　　雑　　総
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　［米大豆，馬鈴薯繭　均　　料品品　料　品　平均
　　　　　1　　鶏印，平均　　　　（加重）
　　・928年1・5・782・・656・・472・・1・…277・・78・・289・・683・・7］　・6・・
　　　29　　　1　70，4　　　79，9　　　63，2　　　71，0　　　86，3　72，4　76，6　83，8　79，8　］　　　　　89，0
　　　30　162，・2　63・・　24，・7　53，・　77，・455，758，768，564，・9｜　81，8
　　　31　　　1　44，6　　　5e，7　　　29，6　　　42，4　　　75，1　46う5　49，5　62，6　57，9　｝　　　　　73，2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
　　6主）（1鴎は農林省○糸業要覧，その他は商工省物価統計表による。但し総平均の加重度は米2，薦1，
　　　　　その他合計1の割合をもって算出したもの。
　　　　②商二じ省全国卸売物価指数構成品目牛より21品目を選択し算出したもの。
　　　　三菱経済研究所『N本の産業と貿易の発展三P168
った。農産物価格の下落率は，カルテルによって生産制限と独占価格維持とをおこないうる工業
製晶にたいして相対的に大きく，第13表にみられるような鋏状価格差が生じ，農民の困窮はさら
に深まった。
　このような恐慌の進展のなかで日本労働総同盟は，1930年11月2日にひらかれた全国大会にお
いて「浜口内閣糾弾の決議」をおこなっている。
　「本大会は浜口内閣を糾弾するものである。見よ，浜口内閣執政弦に一年有余，其為す所，
皆，ブルジョア本位の金解禁緊縮政策，緊急糸価安定融資法案，硫安肥料関税値上等々，資本家
階級を擁護する為めには，数千万円の国費の支出を勇敢に決行し，露骨に資本家擁護の手段に狂
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奔しつつある。此の誤れる経済政策は，今や工場の操短，閉鎖，破産相次ぎ，労働階級は妻子を
抱いて飢えに泣き，失業の群となって街頭に投出される者，百万を越ゆるに拘らず，現政府はN
に社会政策を唱え，姑息なる宣伝にのみ終始し，一片の救済の実をも挙げず，反面にありては失
業者を多く出すことに依って，大会社の労働隊級の賃銀値下げを実行せしむるに都合の良い口実
を与えて居る…」。3）
　金融資本の利益のために，大恐慌の進展申に実施された金解禁の本質が右の決議文のなかに手
にとるように分る。
　しかし金融資本は，労働者，農民の窮状を目前にしつつも，政策を変えさせようとはしなかっ
た。また労働者・農民も政策を変更せしめる力をもたず，その困窮と不満のはけ口をファッシズ
ムに求めていった。
　1930年がすぎさって，31年（昭和6年）に入リイギリスが金本位制を停止したその日，ドルの
思惑買が正金銀行への殺到によって開始された。
　イギリスの金本位停止によって，金解禁維持が不可能であることが明白となったとき，金融資
本はドル買いに転じて今度は金解禁政策を直接破綻せしめたのであった。
　政府の正貨現送そして横浜正金銀行のドル為替売出し制限によるドル買い防戦策もついに敗北
を喫し，閣内不統一によって12月12日若槻内閣は総辞職し，犬養政友会内閣が成立した。犬養首
相は内閣成立とともに13日金輸出再禁止を発令し，ここに2年にわたる金解禁はその幕を閉じた
のであった
　金輸出再禁止後横浜正金銀行建値の電信相場は1931年（昭和6年）の38ドル87セントから32年
28ド10セント，33年28ドル10セント，33年25ドル23セントに下落し，5）ドル買い側は莫大な利益
を奴めたのである。
　1）ヴァルガ㌻世界経済恐慌史」第1巻第2部，425ページ。
　2）以上の数字は，ヴァルガ，同上書，第42表，428－433ページによる。
　3）r’財政経済二十五年誌」第4巻，801ぺ～ジ。
　4）　「時事新報」（昭和6年3月24日）および「大阪朝日新聞」（昭和6年12月23日）の算定によれば，　ドル
　　買いをおこなった銀行・会社はつぎのとおりである。
　　　「時事新報」
　　正金のドル売総額一・……………’・・一一……・…・760，000千円
　　内訳
　　ナショナル・シティ銀行……一………・…一……273，000〃
　　住友銀行……’一……・…一…・………・……一…・・64，　000〃
　　三井銀行………………・…………・……・・……・……・56，000〃
　　　三三菱銀‘ラ㌔・・・・・・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・…　一一・・…　’・・・・…　’・・・・…　　53，000〃
　　香港上海銀行……一…・…………・一…・・…………40，000〃
　　三こ夷物産…………・……・……一…・一…………－40，000〃
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　　朝鮮銀3i’一一’’’’’’’”…’”‥’’’’”“’’’’’”…’・・・・・・・・…　’・・◆台φ・34，000〃
　　三井信託………………・・…・……・………・…………・13，000〃
　　その他一………・…・………・一……・………………187，000〃
　　　f大阪毎日新聞」
　　1．外銀筋
　　ナショナル・シティ約2億8，000万円香港上海銀行およびチig　一タード銀行約1億円。
　　　2．　　　日オこ但1］
　　（a＞Eil井，三菱，住友銀行で約1億5，000万lx三
　　（ロ）三井物産約5，000万円
　　内信託，保険，電力などの諸会社約1億7，400万円
　5）日本統計研究所編r日本経済統計集』，171ページ。
　4．論争の意義
　以上においてわたくしは，第一次大戦を契機とするH本資本主義の熱狂的好況期からはじめて
昭和恐慌期にいたる循環過程のなかであらわれた金解禁および金輸出再禁止をめぐる論争を考察
してきた。
　わたくしは，循環過程の分析から，好況期においては金解禁反対論，そして不況期においては
金解禁論を主張したその論理を考察してきたのであった。折しもこの期に確立された金融資本
は，第一次大戦後に中国市場の経済支配を意図して金解禁に反対したが，金融恐慌以後の不況期
においては対外投資を決意して金解禁を政府に迫る。そして世界恐慌の進展のなかで恐慌の克服
に自信を失うや，ドル買いによって金解禁を直接破綻に導いた。金輸出再禁止以後においては，
国家権力と結合して，満洲・中国の軍事支配による市場の独占を実現したのである。
　宇佐美・井上両氏が評価するように，金解禁は独占資本が大恐慌後の危機から脱出する二つの
途のなかに位置づけられるものではない。金融資本は，日本資本主義の構造的矛盾を緩和し国内
市場を或る程度開拓する態勢を，金解禁の方向においてとろうとしたのではなかった。支配を確
立した金融資本をそのように評価するのは誤りである。
　金融資本は，あくまで国内改革を回避するために，金解禁を実施し，そしてそれが失敗する
や満洲・中国の軍事侵略による両市場独占の方向にむかったのである。金融資本が半封建的土地
所有制を或る程度改革し，国内市場を開拓する態勢をとるのは，植民地侵略に決定的に敗北する
第二次大戦を経ねばならなかった。　（昭和35年8月27日脱稿）
　（｛寸記）本小論は，昭和35年度文部省試験研究費にもとつく「日本経済の梼造変化と貿易」の一部分である。
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